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(21)Parker,F.W.:Teaching,p.179なお、パー カー はフレー ベルからの影響を受けて幼
稚園に強い関心を示し、ドイツ留学中に存命中のフレーベル夫人を訪問している。
(Campbell,J.K.:ColonelFrancisW.Parker-TheChildren'sCrusader;Teacher's
CollegePress,1967,p.70参照）また､彼自身も幼稚園を｢哲学的遊戯室」(philosophical
playroom)と称し､留学以前からその底流にある原理を極力導入して実践活動を展開してい
た。本項の所論はTeachingだけに述べられ、Pedagogicsでは触れられていないことを付
記しておく。
(22)Parker,F.W.:Teaching,p・167
(23)Parker,F.W.:Teaching,pp.179-182
(24)Parker,F.W.:Teaching,p.l82
(25)Parker,F.W.:Pedagogics,pp.362-363,特に、体罰と報賞についてもかなりのスペ
ースをとってパーカーの見解を展開しているが、割愛した。このことについては高田喜久
司：「F､W.パーカーの『教育的自由の原理』」（新潟工科大学研究紀要、第21号,2016.)
pp.35-36を参照。
(26)Dangler,E.:FromQuincytoChicago-AmericanComenius;"""グ及ｶﾉ〃〃〃aノ
"y/e"Vol.13,Jan.,1943,p.23
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